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要 旨
看護学生の基礎看護技術習得過程及び，基礎教育終了時における基礎看護技術の達成を知る目的で，3年課程の
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基礎実習終了時 昭和57年 5月 81名(97.6彩）
前期実習終了時 昭和57年12月 81名(97.6彩）
後期実習終了時 昭和59年 3月 56名(67.5彩）
第二看護科
基礎実習終了時 昭和54年12月 26名(96.396)




1. 項目別回答の結果 （図 I)
1) Aへの集中を中心に




ロの ものは 3年課程21項目 ，2年課程23項目で
あった （注 ：以下本文中において，項目は図 l




はやはり 11で， 66.7％であっ た。
実習終了時 100％がAと回答したものはなか
った。 90％が，Aと回答 したも の， lNにおい
て3項目ぴ L,ii2, "'11), 2 Nにおいて 2項
目(※19, 27)であ った。（注：※印はCがなか
ったものとする）。





23, 27, 29, 30)，2 N-15項目(2,




基礎実習終了時， 100％がCと回答 したも の，
lN-2項目(22,41)であった。2Nでは，み
られなかった。90％をこえたもの lN-6項目
(13, 21, 23, 29, 36, 40), 2 N-1項目(22)
であっ た。 2/3以上がCと回答したもの， lN 
基礎看護技術習得過程の検討 53 
図 I 基礎看護技術質問項目
心＝基礎謡終了 A ［ニニコ 自信をも ってで さる
x，＝前期実証了 B 冒冒冒冒 何とかで さる
x, ＝詞町 C 二 とて b国で蘇
NA晨冒璽痴罪（叫t記 し⑮）
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-9項目 (10,16, 17, 18, 24, 25, 30, 34, 38), 
2N-7項目 (14,20, 21, 24, 29, 36, 40)であ
った。
前期実習終了時では， 90%Cと回答するもの
はなく， 2/3以上がCと回答したものは， lN 
-7項目 (13,21, 22, 24, 36, 40, 41)であった。
実習終了時， Cが90％をこえたものはなかっ
た。 l/3以上がCと回答したものは， lNはな
かった。 2N-3項目 (40,41, 42)であった。
lNでは経験することができないため無回答と
したものを Cに含めてみると， 1 Nに 4項目
(13, 36, 41, 42)がみられる。このうち42は90
％以上が経験がないとして無回答である。した










Nにはなかっ た。 2N-1項目 (14)であった。





なかっ た。ABC最少の数字が 10％を こえたも
のは，基礎実習終了時 1N-1項目 (32),2 N 
-5項目 (13,15, 33, 35, 37)であった。前期実







1 N 2 N 1 N 2 N 1 N 2 N 
100 
゜
3 5 22 30 
90 2 5 22 35 36 

















では， 1 N-81名(100%),2 N-25名 (96.2 
9る）であった。前期実習終了時では 1N-63名
(77.8%）， 実習終了時では， 1 N ・ 2 Nとも
になかった。
A+Bでみると ，実習終了時 lNで100％と
するものはなかった。90%-40名， 80 9.る一 15
名， 70%-1名であった。 2Nでは，100%-





ぃ 1 N (81) 2 N (27) A C A C 最裔 低最 最高 最低 最高 低最 最高 最低
基礎実習 6 
゜
36 18 18 
゜
30 
゜終了時 32.A. (49.A. (1払 l2 (l人）lW (2人） (l人）
前期実習時 30 6 24 
゜終了 (2人） (27心(1人） (1人実 習 42 6 6 
゜
36 12 6 
゜終了時 (2人） (3人） 17人(3弘 (4人）(3人） 2臥）(7人）
































のはなく ，90％では， 1 N-3項目 (1,2, 11), 
2 N-2項目 (19,27)とな っている。 2/3％で
は， 1N-8項目 (6,8, 10, 15, 23, 27, 29, 30), 
2 N-15項目 (2,6, 10, 11, 15, 20, 23, 26, 28, 












lN-2項目 (22,41), 2 N-1項目 (41)であ
る。 90％がC回答とする項目は，1N-6項目
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